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背景と目的、実施内容
　地域を活性化させ、若者を定着させるには、産業の振興や人材
育成も不可欠の取組みであるが、地域の華やかさや若さを醸し出
す雰囲気作りも欠かせない。そこで、「第２回南房総名品づくり
グランプリ」の会場で、学生によるファッションショーを開催した。
　ファッションショーには本学総合文化学科のファッションブランチの
学生を中心に、総勢２５人が参加したほか、南房総市にある県立
安房拓心高校の生徒さん３名にもモデルとして参加していただい
た。ドレスなどの衣装は、すべてファッションブランチの学生が自
らデザイン・縫製・制作した作品であり、名品づくりグランプリ
のプレゼンテーション終了後、審査結果発表までの３０分の間に
行われた。

成果と課題
●地域貢献面
・南房総名品づくりグランプリの参加者のかたに、華やかなショー 
  を楽しんでいただくことができた。
・地元の高校生の皆さんにもモデルとして出演していただき、交
   流することができた。

●教育・研究面
・授業の成果を見ていただく機会となり、達成感を味わうことが
  できた。
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若者定着プロジェクト
ファッションショーの開催

＊表彰・マスコミ掲載など

・特になし　

　  実施者
    ≪教員＆学生≫ 聖徳大学短期大学部　総合文化学科ファッションブランチ　教員、学生
     


